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第 53回秋華祭 2018年 11月 4日(日)
～第 53回秋華でございます！今年の主役は誰だ！？It’s Me!!～
今年のテーマは「ブロードウェイ」！
昨年に引き続き、楽しいステージ企画や模擬店など盛りだくさん！
皆様のご来場お待ちしております！
来てね !!
※写真は昨年の秋華祭で撮影されたものです。
表紙写真撮影：山本晴菜　２回生（奈良県立大学広告研究会）
〒630-8258　奈良市船橋町 10 番地
TEL：0742-22-4978 ／ FAX：0742-22-4991
http://www.narapu.ac.jp
発行日：2018 年 10 月 1 日 ／ 発行：奈良県立大学地域交流センター地域交流室
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Time Schedule
学長挨拶・入試説明
学生による大学紹介
キャンパスツアー
9：00
模擬授業・
教員による研究紹介
ぐるっと舟橋
生協食堂
桃本・閲覧など
留学説明会・相談
English Café
キャリア説明会・相談
10：00 11：00 12：00 13：00 14：00
細かいことだけどこれが気になる、学校外の環境について詳
しく知りたい。そんなどこにも載っていないような質問に大
学生が答えます！受験、大学生活、授業の様子、奈良周辺の
お店など気になることが多いかと思いますので、そのような
悩みにすべて大学生が答えます。
本学ではイギリス人のネイテイブのトフル受験のスペシャリ
ストの講師に週２回来て貰い、お昼休みに E-café で学生と
会話をすることで英語力をつけて貰っています。本学学生な
ら誰でも参加出来ます。この E-café には英語担当教員も参
加しています。今回のオープンキャンパスの E-café でも沢
山の高校生の方が集まり楽しい時を過ごせました。英語の楽
しさを学んで欲しいと願っています。
キャンパスツアーでは、大学構内の施設をツアー形式で紹介し
ます。
昼休みには多くの学生で賑わう食堂や、10万冊以上の蔵書を誇
る附属図書館、多くの講義が行われている1号館、そして最近建
てられた地域交流棟などを案内します。
ツアーは実際に大学に通っている学生が行うので、パンフレッ
トや大学のホームページだけでは分からない大学の良さを知る
絶好のチャンスです！
ツアーに参加していただいた方には参加賞も用意させていただ
きました。
オープンキャンパスの時に感じた、「この大学に絶対行ってやる、そのた
めに○○を頑張る」という気持ち。それを入試までの期間と、試験当日の
励みにしてほしい！そして、いろんな方に応援されているということを感
じて、それを力に変えてほしい。
そのような思いから、オープンキャンパスに来られた受験生の皆さんや、
その親御さんにメッセージを書いてもらいます。メッセージ記入用紙は桜
の花びらをかたどっており、メッセージが集まったら桜が満開になるとい
うデザインになっています！
そして、このメッセージは、推薦・前期・中期それぞれの受験日に貼ります。
それを見た受験生の皆さんが、最大限の力を出せるように願っています。
桃本とは、現1回生にセンター試験や
本学での二次試験、推薦試験について
の勉強方法や体験談などをアンケート
し、それを掲載した「受験の時に役立
つ情報」が満載の冊子です。この大学
には赤本がなく、受験生にとっては受
験情報を得ることが難しい状況ではな
いのかと考え桃本を制作しました。大
学の魅力なども掲載しているのでモチ
ベーションアップにも繋がる冊子に
なっています。
模擬授業
掲示物
研究発表
フリートーク
OC 実行委員長
泉　由佳　さん
キャンパスツアー
ランチメニュー
桃本
メッセージ
English Café
ぐるっと舟橋
総合受付
委員長より
今年のオープンキャンパスは、学生が協力し大学の
魅力を最大限伝える企画を用意しました。
大学の雰囲気を知ってもらい、受験や大学生活に対
する不安をやわらげ、楽しいキャンパスライフに向
かって、より一層受験に臨ん
でもらえるようなオープン
キャンパスを目指します。
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観光創造
コモンズ
― 観光ビジネス・政策
― 景観マネジメント
― アジア・グローバル観光交流
学びの oneシーン
コモンズ活動事例報告
　岸田日出男（1890 ～ 1959）は、大正から昭和初
期に吉野熊野国立公園の成立に奔走したことで知られ
る、吉野郡役所・奈良県庁の林業技師です。大淀町の
岸田家には日出男の資料（図書、雑誌、自筆資料、写
真、映画フィルム）が多数残されていました。その整
理・保存と公開準備作業を、2017年度から大淀町教
育委員会と本学が協力して進めています。
　本活動では、実物資料（一次資料）に直接触れて分
類・整理・保存作業を行うという、稀少な体験をする
ことができ、ボロボロになりかけた資料やホコリにま
みれた資料を扱う苦労はありましたが、参加者は、調
査研究の基礎となる一次資料の整理・保存の大変さと
重要性を実感できたと思います。
　作業は、大淀町杉本記念文化センターに保管されて
いる資料（段ボール箱60箱程度＋書籍、雑誌）を箱
から取り出し、内容を区分し（写真Ａ）、資料内容の
データの入力、収納箱・書棚への収納作業を行いまし
た。夏季・冬季休業期間の32日間、猛暑の日、大雪
の日もありましたが、資料のほぼ９割について、整理
し、書棚に収納できました（写真Ｂ）。（１）自筆原
稿、（２）古文書、（３）古文書写、聞き書き、その
他自筆資料、（４）公文書（奈良県関係）、（５）刊行
されていない資料類、（６）写真（焼付け写真、ガラ
ス乾板、ネガ、写真帳）、（７）書簡類、（８）パンフ
レット（観光、その他）、（９）絵葉書、（10）図書、
（11）雑誌、（12）地図（地形図、作業図、その他
地図類）、（13）新聞（切り抜き）に分類し、資料約
3400点（うち写真900点）を整理し、リスト化して
います。
　個人的におもしろかったのは地図類で、岸田は旅行
で訪れる地域の地形図を購入し持参たようで、北は十
和田、八甲田から、月山、磐梯山、日光、佐渡、富
士、南アルプス、北アルプス、御嶽、大山、石鎚山、
霧島、朝鮮半島まで、多くの地形図が残されていまし
た。大峰山系や大台ケ原の作業図には山行の行程を記
録した図もあり、岸田の吉野地域での足跡がたどれる
資料もあります。地形図以外にも大正年間の民間発行
の分県地図、奈良県の管内図、市町村管内図などがま
とまって残され、大正期、昭和初期の地図類は貴重な
資料といえます。
大淀町で大正・昭和初期の一次資料を見る
A　自筆資料の分類整理状況
資料整理状況
B　岸田日出男資料の収納状況
　岸田資料には35mm の映像フィルムが４点残され
ており、大淀町から IMAGICA ウェスト社にデジ
タル化を依頼し WEB 上で閲覧できる形となりまし
た。最も古い２巻については、調査の結果、100年ほ
ど前の1922（大正11）年８月、内務省衛生局制作の
大台ケ原・大峰山系の映像２巻と判明しました。衛生
局の依頼を受けた東京の撮影技師が登山の様子を撮影
したもので（写真Ｄ）、この撮影には、日本の国立公
園制度をつくり「国立公園の父」と呼ばれる内務省衛
生局の田村剛が同行しています。大正末期の風景を映
像化したこのフィルムは、奈良県内に現存する最古の
映像記録である可能性が高いものです。現在、大淀町
の WEB サイトで全４点の映像が公開されています。
　今回の作業により、文書、地図、写真、映像などを
通して大正・昭和初期の吉野地方の自然的、社会的状
況を描く基礎資料の提供に貢献できたものと考えま
す。
観光創造コモンズ　教授　水谷知生
熱海の歴史的・文
化的遺産　起雲閣
での FW
明日香村景観調査
FW
奈良の資源調査
FW（宇陀水分神
社）
神戸北野異人館街
での FW
C　地図資料調査状況
D　1922（大正 11）年 8月の内務省撮影隊と同行者の写真
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都市文化
コモンズ
― 都市社会史
― メディア・表象
― アート・アミューズメント
学びの oneシーン
コモンズ活動事例報告
　2017年12月17日（日）。地域交流棟２階中研修室
は、100人を超える大学生の熱気に包まれていまし
た。第１回文化研究ゼミ合同発表会（以下、コロキウ
ム）が開催されたのです。参加した学生は、早稲田大
学（伊藤）、滋賀県立大学（武田）、同志社大学（勝
野）、関西大学（村田）、奈良女子大学４年生有志、本
学の玉城、窪田、西尾、松岡、岡井の各ゼミ生でし
た。
　緊張感の高まる雰囲気のなかで開会式がはじまり、
その冒頭、「学生たちが、文化人類学、民俗学、社会
学、メディア論、アートなど、さまざまなアプローチ
から文化や社会について研究発表をする場としてコロ
キウムを設立した」と宣言されました。こうした場が
設けられた背景には、国内の各大学で、就職活動の長
期化によってゼミでの研究時間の確保が難しくなった
り、地域社会との連携やグローバル化など、設置者の
方針が学生の学びの内容に大きな影響を及ぼすように
なっているといった背景があります。さらに、問いや
アプローチではなく、対象の選定から研究を進めよう
とする昨今の風潮は、学生の気づきの機会を奪い、同
時に大学内、学部内、学科内、ゼミ内、グループ内、
あるいは個人（の趣味）に閉じた研究を生み出してい
ます。本来、大学のゼミナールは「何かのため」では
なく、ただ学生の「問い」を大事にする場所であり、
異なる考え方に触れる場所ではなかったでしょうか。
　こうした問題意識にもとづき開催された第１回のコ
ロキウムは、テーマごとに分かれた会場で大学や学
部・学科、ゼミの枠を越えて学生たちがグループ発
表、個人発表を行い、活発な議論が飛びか
う刺激的な時空間となりました。学生たち
は、他大学の学生の前で研究発表をし、フ
ロアからの質問に答え、他大学の教員から
厳しいコメントを受けるという人生ではじ
めての経験に緊張し、混乱し、ほんとうに
伝えたかったことを言えずに悔しい思いを
したようです。また、ゼミの指導教員とは
ゼミでの学び
―文化研究ゼミ合同発表会（コロキウム）を通して考える―
2 回生のコモンズゼミ「調査・創作演習」での発表風景
コロキウムの開会式に集まった学生たち
んでいくことが明確になったいま、学生たちは実感と
して人間はそれぞれが異なる価値観や考え方をもって
いることを理解したのかもしれません。コロキウムは
学生にさまざまな気づきの機会を与える場となったよ
うで、それもまたこうした場の意義のひとつだと思い
ます。
都市文化コモンズ　准教授　窪田　暁
コモンズゼミで調
査報告書のレイア
ウトを考える学生
たち
恩平歴史韓屋博物
館（ソウル）を視
察（西尾ゼミ）
天 理 市 内 で の
フィールドワーク
（西尾ゼミ）
2017年度岡井ゼミ
３回生の合宿風景
コロキウム B会場で発表する同志社大学（勝野ゼミ）の学生たち
異なる視点のコメントを貰い、目から鱗が落ち
る経験だったと振り返っていました。自分が調
査したにも関わらず、自分でそのオモシロさに
気づいていなかったということは良くあること
です。しかし、それを教員から指摘されること
で、自信へとつながったのでしょう。
　コロキウムで発表することであらためてゼミ
での学びとはなにかということに気がついた学
生が多く、コロキウムの前後で学ぶ姿勢に大き
な変化が見られました。教員にアドバイスを求
めるだけの消極的な姿勢は影を潜め、学生間で
の議論が活発になり、多様な意見が飛びかうようにな
りました。卒論のテーマを変更したり、深掘りする学
生もでてきました。それはコロキウムを通して、研究
の多様さや奥深さを知り、自らの視野のせまさに気づ
いたからではないでしょうか。コロキウムに参加した
学生の多くが就活を終え、今後の人生を意識する時期
になりました。ゼミの仲間がそれぞれ異なる人生を歩
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コミュニティデザイン
コモンズ
― コミュニティ政策
― 持続可能なコミュニティ
― 共生・協働のまちづくり
学びの oneシーン
コモンズ活動事例報告
体的に調査・研究に取り組むことを望んでおります。
もちろん、個々の学生がすぐに研究テーマを見つけ出
し、調査や研究を実施できるわけではありません。そ
のため、関心のある共通の研究テーマをゼミ生達が選
び出し、共同研究を行っています。この、共同研究の
機会を通じて、ゼミ生達は以下の２点を学んで
いきます。まず、研究とは「仮に人生の時間を
惜しみなく注ぎ込んだとしても、簡単には研究
の答えが出ないということに取り組んでいくも
のである」ということを理解してもらうことで
す。ゼミ生達は、現代社会の抱える課題の分析
と、その解決策の探求を約１年かけて行います
が、その作業は決して容易なものではありませ
ん。そして、この作業を通じて研究における
「方法論」の重要性を学んでもらうことも重要
　コミュニティデザインコモンズでは、２年生と３年
生で異なるシステムによって、学生個々人の希望や興
味・関心に沿った学びを深めていきます。まず、２年
生では、調査基礎演習とコミュニティデザインに関す
るオムニバス講義を通じて、コミュニティデザイン担
当の全ての教員（８名）の専門領域に触れる機会を
与えます。そして、学生自身が学びたいテーマについ
て、自ら探求することをその主たる目的としています。
　３年生からは、個人の研究テーマを軸に、研究指導
を受ける教員を選択することでゼミを形成します。３
年生で選択したゼミでの研究活動は、４年生における
卒論指導の際まで継続されるため、２年間という十分
な時間を使って、学生が設定したテーマに関する研究
を深めていくことが出来ます。
コミュニティデザインについて
　コミュニティデザインコモンズに属する鶴谷ゼミで
は、日本における政治・経済・地方自治に関心のある
学生が集まり、現代日本の抱える社会的・政治的課題
について研究を行っています。当ゼミでは、３年生の
時点から学生が取り組むべき問題を自ら探し出し、主
鶴谷ゼミについて
愛知学院大学中村
ゼミ、京都女子大
学城戸ゼミとの合
同発表会
２回生コモンズゼ
ミ授業における奈
良県議会議員への
ヒアリング調査
２回生コモンズゼ
ミにおける京都府
笠置町の役場職員
へのヒアリング調
査
な点です。この共同研究を通じ、研究とは「一朝一夕
に出来るものではなく、様々なプロセスを経て行うも
のである」ということを、理解してもらうように努
めています。たとえば、「事例研究」という研究手法
は、掲げた研究テーマや研究上の問いを明らかにする
ため、様々な事象の中から適切な事象を切り出すこと
が必要です。当ゼミでは、新聞記事や雑誌、各種文献
など様々な資料と格闘しながら事前調査を行うこと、
あるいは現場でのインタビュー等を通じて、研究のプ
ロセスを順を追って経験することが出来ます。この過
程を経ることで４年生においては、学生自らが主体と
なって卒業論文研究に取り組むことが出来るようにな
ります。当ゼミ生の活動は、日本全国がそのフィール
ドです。これまで、中山間地域である高知県嶺北地域
の集落運営調査や、人口増加が著しい沖縄県での現地
調査等をゼミ生が主体となって実施してきました。
コミュニティデザインコモンズ　准教授　鶴谷将彦
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地域経済
コモンズ
― 地域経済
― 地域産業
― 流通・マーケティング
学びの oneシーン
コモンズ活動事例報告
　近畿経済産業局主催の Ai-SPEC に学生２グループ
が参加しました。これは学生が企業の課題解決に向け
て取り組むことにより、企業との相互理解を深めるこ
とを目的としたプロジェクトです。本学ではコーヒー
の卸から喫茶店舗の展開まで行うフジエダ珈琲様と金
属加工で70年の実績をもつ一ノ坪製作所様のご協力
のもと活動を実施していきました。フジエダ珈琲様
の課題は SNS を通じた情報発信による来客数増であ
り、一ノ坪製作所様の課題はディスプレイスタンド
<KANI> の顧客開拓です。提案内容について審査委
員の方から「目標数値の設定を行っている」、「実際に
現場に出向きインタビュー調査を行っている」といっ
た点について評価していただきました。一方、「スラ
イドを見やすく」、「提案のプロセスをもっと詳細に」
といった改
善のコメン
トもあり、
学生にはど
のようなと
ころがみら
れているの
か、社会に
おける評価
を知る良い
機会になり
ました。活
動終了後、一人の学生に企業との協働プロジェクトに
ついて話を伺いました。
Ｑ．どのような経緯で参加しようと思いましたか。
Ａ．企業と長時間付き合いながらの企画だったので会
社で働く雰
囲気を知る
ことができ
ると思った
からです。
また、就職
活動に対し
ての不安が
あり、何か
役立ちそう
な活動をし
ておきたかったという理由もあります。
Ｑ．活動を振り返って何を学ぶことができたと感じま
すか。
Ａ．アイデアをただ出すだけではなく、実現可能性を
視野に入れなければならないことです。企業の方と一
緒に活動する中で社会人としてのマナーを大切にしな
ければならないことにも気づかされました。
Ｑ．Ai-SPEC に参加し、自身の考え方に影響を及ぼ
したものはありますか。
Ａ．社長さんや社員の方々と打ち合わせをする中で積
極性が必要であり、自分には足りていないと感じまし
た。活動を終えてからは、積極性を鍛える意味で部活
動やアルバイトで自分から出来ることを探して意識し
て行動するようになりました。
　学生にとっては可能性を広げる学習になったと思い
ます。今後も本学では地域の方と協力し、学生に学び
の場を提供していきます。
地域経済コモンズ　講師　山部洋幸
企業と学生の相互理解
担当の方との話し合い
コーヒー豆の麻袋を利用したポスターとQR
コード
ディスプレイスタンド<KANI>の報告資料
５月29日（火）：
　４年生
　　◦ 五十川 家睦「奈良県の山間部における、災害
時にも安定して機能する道路ネットワークのあ
り方を考える」
　　◦ 谷口 穂波「議員との活動を通して島本町の現
状と課題を知り、将来に向けてどのような取り
組みが有効かについて考察する」
　　◦ 田淵 育実「中山間地域及び菟田野まちづくり
協議会の活動の現状と課題を知る」
　３年生
　　◦ 竹田 有花「第七回大和な雛まつり。イベント
を通した交流に着目。大和郡山市の魅力を知
り、発信する」
７月26日（木）：
　４年生
　　◦ 梶岡 亮一「地域づくりにおけるモチベーショ
ン要因の研究（ならまち）」
　３年生
　　◦ 手島 詢一郎「イベント活動の存在意義と広報
活動の重要性について（国民文化祭なら、東吉
野村秋祭）」
　　◦ 吉村 明莉①「山の辺の道の調査と案内板改善
に向けての提案」、②「地域経済活性化のため
の観光地域開発に向けた調査、提案（斑鳩町）」
地域経済コモンズ　准教授　津田康英
フィールドワーク報告会について
奈良市側から木津
川市（京都府）側
を望む
大都市近郊の府県境における学外実習
― 都市公園と古墳のある平城・相楽ニュータウンを歩く ―
地域経済コモンズ　教授　小松原　尚
団地内のセキセイ
インコの飼育小
屋、住民の老夫婦
が管理している。
後継者は未定
ニュータウンの緑地
内の上円下方墳、
正面は奈良県、他
の３面は京都府に
囲まれている
イオンモール高の
原の中を横切る京
都府と奈良県の境
界線
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Club 
activities
　研究分野は、経営学的観点に立った地域活性化です。大学の教員になる前は民間
企業に勤めていました。企業時代には、農業や農村の振興、商店街や温泉地の活性
化、被災地支援、医療福祉、情報通信技術の利活用など、幅広く調査研究や事業支
援に取り組んでいました。変化の激しい環境において最も役立ったものがクリティ
カルシンキングという論理的思考法でした。現代のように情報が溢れ、社会が複雑
化した中で次々と難しい判断を迫られる状況下では、感情や知識だけに頼る単純な
判断では限界があります。情報を精査し、物事を深く掘り下げながら問いを繰り返
し、考えを論理的に組み立てていくことができれば、様々な問題の解決につながり
やすくなります。私も十分に身についたとはいえませんが、問題に対する答えを徹底的に突き詰めていく論
理的アプローチは、学生の皆さんが将来どのような道に進んでも大きな助けになると考えています。
新任教員の紹介　　村瀬 博昭　准教授（地域経済コモンズ）
　この FW の主たる目的は、①中山間地域の取組みを知ること、②地域の潜在資源を探ること、そして、
③地域の方々との交流の機会を持つこと、でした。
　宿泊先として利用した「ふるさと元気村」は、宇陀市室生下田
口にある廃校を活用した文化芸術活動体験施設です。学生たち
は、そこを拠点に地域活動を行う田口地区まちづくり協議会の取
組みをお聞きし、廃校活用の現場を見学しました。
　曽爾村では、現地の地域おこし協力隊の方々から、村の産業や
移住定住推進について、移住者としての実体験を交えてお話いた
だき、実地見学では、協力隊の方々が開拓に取り組まれているモ
トクロスコース（写真上）や大和トウキの栽培現場を見せていた
だきました。
　最後に、この２日間の総括として開かれた菟田野の古民家カ
フェ「月うさぎ」での意見交換会には、高見省次宇陀市長にもご
参加いただきました。学生たちは、地域の多様な意見と自分た
ちの提言をうまくまとめて発表をすることができました（写真
中）。この２日間で得た新知見や地域との交流経験を今後に活か
していって欲しいです。
　今回の FW の開催にあたっては、多方面にわたり、（一社）地
域づくり支援機構の中辻孝之助さんにご尽力いただきました。学
生たちに楽しく参加して欲しいということで、切り絵体験（写真
下）や地域の方々との懇親会を兼ねたバーベキュー、ホタル鑑賞
会を盛り込むなど、地域との橋渡しをしていただいたこと、改め
て感謝いたします。 （奈良県立大学　地域交流室）
宇陀・曽爾フィールドワーク
平成30年６月30日から７月１日実施　学生５名、教員１名（ラナシンハ・ニルマラ講師）参加
茶　道　部
ぴすたちを
　奈良県立大学茶道部は、裏千家茶道で、毎週火曜
日の４限後に２号館の和室で活動しています。
　お稽古を通しておいしい和菓子とお抹茶を楽しみ
ながら、茶道の知識や作法はもちろん、日本文化や
おもてなしの心も学んでいます。お稽古ではお茶の
先生から個々の進度に合わせて丁寧にご指導してい
ただいています。秋華祭では着物を着てお茶会を開
催し、毎年たくさんの方に楽しんでいただいていま
す。地域のイベントにも茶道のおもてなしで参加す
るなど、活動の幅は広いです。
　茶道には堅苦しいイメージがあるかもしれません
が、雰囲気は和やかで楽しい部活です。先生を含め
部員一同仲良しで、よくみんなでご飯を食べに行っ
ています。ぜひいつでも気軽にお越しください。
　こんにちは！奈良県立大学アカペラ同好会のぴすた
ちをです。
　私たちは、週に１コマ、好きな曲を楽しく歌って
います。主に、秋華祭での発表に向けて練習してい
て、曲のジャンルはアップテンポな J -POP からバ
ラード、懐メロ、演歌、アニソンまで様々です。昨年
は、「勝手にシンドバッド」「残酷な天使のテーゼ」
「CHE.R.RY」を歌いました。
　アカペラって難しそう…。と思った方が多くいるか
もしれません。でも、大丈夫です！
　メンバーのほとんどが未経験者です。アカペラに必
要なものは、「歌うのが好き！」という気持ちとやる
気のみです！歌うことが好き！という方、アカペラ
やってみたい！という方、男子も女子も絶賛大募集し
ているので、ぜひ、見学にいらしてください！
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１. 連携協定の締結について
平成30年１月22日に大和郡山市、
大和郡山市商工会、大和郡山市観
光協会の３者と、５月14日に福井
大学と、そして５月21日に三宅町
とそれぞれ連携協定を締結しまし
た。締結を機に、今後より一層の
連携の強化・交流を進めてまいり
ます。
３. なら国際映画祭シネマテーク
８月10 ～ 12日、県大１号館301
教室が、なら国際映画祭シネマ
テークの会場となりました。普
段は授業で使っている301教室が
ちょっとした映画館になって、作
品を鑑賞できるというのもなかな
か乙な感じだったのではないかと
思います。
夏休み中は学生もほとんどいない
ので、県大は閑散とした状態なの
ですが、期間中は少し賑やかにな
りました。ちなみに、県大生は毎
年、シネマテークのボランティア
としても活躍をしています。
４. 東アジア・サマースクール
８ 月19 ～ 31日 の 全13日 間 で
「東アジア・サマースクール」を
実施しました。東アジア３か国か
ら、学生や地方政府職員が多数受
講しました。
２. シニアカレッジ
地域貢献事業として実施していま
すシニアカレッジも、今年度５年
目を迎えました。年々受講生が増
えており、生涯学習の一つのモデ
ルとなっております。
シニアカレッジ授業の様子
三宅町との連携協定締結式
審判員研修会の様子
サマースクール開講式・集合写真
福井大学との連携協定締結式大和郡山市、市商工会、市観光協会との連携協定締結式
★★★★ お　礼 ★★★★
今回から地域交流室が広報誌を担
当することになりました。誌面作
成の段取りが掴めず、あくせくし
ていましたが、なんとか発行にこ
ぎつけました。これもご協力いた
だいた皆様のお陰です。感謝で
す。これに味をしめて次回も皆々
様のご協力を仰ぎたいです。
５.  全国金魚すくい選手権大会 
ボランティア審判員研修会
今年も県大生がボランティア審判
員として参加をしました。７月
20日（金）の研修会当日は、大
和郡山市地域振興課の方々に、実
際に金魚を持ってきていただき、
本番さながらの実習がおこなわれ
ました。
　丼・1グランプリとは、生協組合員の皆さんからオリジナルメ
ニューを募集し、選考を通過したメニューを組合員の皆さんに試食と
投票をしてもらい、その後順位別に食堂で販売するというものです。
丼・1グランプリを始めたきっかけとしては、生協活動に自分の意見
が反映されている気がしないと思っている組合員の方が多いという現
状背景がありました。丼・1グランプリを行うことで、多くの組合員
の方により生協を身近に感じてもらいたいという想いを持って開催し
ました。 （企画長　亀井茉莉奈さん）
※
この漫画は、地域交流室が脚色しています。
生協学生委員会プレゼンツ
― 平成30年５月22日開催 ―
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第 53回秋華祭 2018年 11月 4日(日)
～第 53回秋華でございます！今年の主役は誰だ！？It’s Me!!～ 
今年のテーマは「ブロードウェイ」！ 
昨年に引き続き、楽しいステージ企画や模擬店など盛りだくさん！ 
皆様のご来場お待ちしております！ 
来てね !!
※写真は昨年の秋華祭で撮影されたものです。
表紙写真撮影：山本晴菜　２回生（奈良県立大学広告研究会）
〒630-8258　奈良市船橋町 10 番地
TEL：0742-22-4978 ／ FAX：0742-22-4991
http://www.narapu.ac.jp
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